提出された意見等及びそれに対する教育委員会の考え方

案件名：第２期都城市教育振興基本計画（案）
募集期間：令和６年１２月６日（金）～令和７年１月６日（月）
意見等提出件数：27件（提出者数４名）
	項目
	意見等の内容
	件数
	教育委員会の考え方

	共通
	●とてもバランスのよい教育振興基本計画になっていると感じました。また、県の教育振興基本計画の目標の並びに合わせず、あえて「施策の方向性１」に「学び続ける子どもたちの育成」が位置付けられていることに、学力向上が大きな課題であると再認識しました。学校教育が大きな責務を担っていると思います。
お願いは、この教育振興基本計画を学校教職員以外に深く、分かりやすく説明していただきたいです。そうすることで、学校教育がスムーズに展開できると考えます。よろしくお願いします。
	１件
	●御提案いただきましたように、行政が作成した各種計画については、市民の皆様にも御理解いただき、市を挙げて計画を推進していくものでございます。
第２期都城市教育振興基本計画についても、機会あるごとに市民の皆様に御説明差し上げ、計画の推進に御協力いただけるよう取り組んでまいります。

	１　本市の教育がめざすまちの姿
（P9）
	●「まちの姿」を実現する基盤は、産業の安定的な活動である。秋田県大潟村は、農業を主産業とする村である。村で育った人材が世代を受け継ぎ、学力の高い次世代が農業に従事しているという。

都城の教育は、都城の産業を基盤としており、都城の産業が活動している。産業の中で、農業人口の減少は本市の教育にとって、影響大である。

都城の教育と都城の産業のかかわりを記述してほしい。
	１件
	●本計画の64頁
「第４章　本市が取り組む教育施策」
「施策の方向性４　愛郷心のある子ども及び世界に羽ばたくグローバルな視野を持つ子どもを育みます。」
「施策１　ふるさとに学び、誇りや愛郷心を育む教育の推進」
「１　主な取組」
「（１）学校における「ふるさと教育」の充実」において、
「地域素材や地域人財を積極的に学校教育に活用することにより、ふるさと都城の自然や歴史、文化、産業に親しませ、ふるさと都城に対する誇りを育み、将来の都城を担う児童生徒を育成します。」といことを記述しております。

	第３章　本市における教育の現状と課題
１　学校教育について
（５）学力の状況
（P19～20）
	●文章表現では、全国平均を上回った項目についての記載があるが、学力項目で全国平均を下回ったことについて触れるとともに、学力向上の課題とその具体的対策を示すべきではないかと思います。
	１件
	●「小・中学校とともに知識・技能の習得に関する問題については、全国平均を上回っている傾向にあります。理解していること・できることをどう使うか、」を、
「小・中学校とともに知識・技能の習得に関する問題については、全国平均を上回っている傾向にあります。一方、思考・判断・表現の習得に関する問題については、全国平均を下回っており、理解していること・できることをどう使うか、」に修正いたします。

	（15）学校施設の状況
（P28）
	●「少子化の影響により、児童生徒数が減少傾向にある中、本市が令和５年度に開始した人口減少対策施策により、沖水地区など一部の地域については、児童生徒数が増加しており、教室不足が懸念される学校もあります。」という記述について、増加している地域は祝吉地区や妻ケ丘地区があるが、「沖水地区など一部の地域」という記述でいいのか。
	１件
	●御指摘のとおり、児童生徒が増加傾向にある地区は複数ありますので、「沖水地区など一部の地域」を、
「祝吉地区、五十市地区、沖水地区などいくつかの地域」に修正いたします。

	（17）学校給食、食育の状況
（P29）
	●御池小学校、白雲小学校、白雲中学校は、配食校数に入ってないことの明記は必要ではないか。
	１件
	●１行目の記述｢小学校 36 校、中学校 18 校｣を、
「小学校36校（御池小学校及び白雲小学校を除く）、中学校18校（白雲中学校を除く）｣に修正いたします。

	【都城市学校給食センターの概要】
（P30）
	●表の誤り
　幼稚園の計の違い。
	１件
	●幼稚園の合計「3」を、
「2」に修正いたします。

	２　家庭や地域の教育力について
（４）人権学習・人権啓発について
（P33）
	●「しかし、同和問題をはじめ、子ども、女性、高齢者、障がいがある人の人権など、多くの人権問題が存在しています。」という記述について、「同和問題」は必要なのか。
●「グローバル化や高度情報化・少子化・高齢化社会などの急激な社会情勢の変化の中で」という記述について、「少子・高齢社会」ではないのか。
	２件
	●この文章は、一般的な人権問題の例示として記載しているものです。
全国的には依然として課題が残されている地域もあることから、人権問題の一つとして例示しています。
●「グローバル化や高度情報化・少子化・高齢化社会」を、
「グローバル化や高度情報化、少子化や高齢化」に修正いたします。

	３　生涯学習や文化活動について
（２）図書に親しむ環境づくり
（P37）
	●図書館サポーターについての表記の中に、図書館の本や教材として使う本を選ぶことを挿入してはどうか。
	１件
	●「小・中学校においては、図書館サポーターを配置し、学校図書館の環境整備、蔵書管理、読み聞かせ等を行っています。また、児童生徒と触れ合う活動として、昼休みの読み聞かせ活動や授業サポートとしてブックトーク活動の充実を図っています。」を、
「小・中学校においては、図書館サポーターを配置し、学校図書館の環境整備、蔵書管理等を行っています。また、読み聞かせ等の児童生徒と触れ合う活動、単元に沿った選書やブックトーク活動等の授業サポートも実施しています。」に修正いたします。

	歴史や文化財を活用した事業について
（P40～41）
	●都城島津邸は、今後、南九州における博物館のリーダー的存在となるとあるが、市民が入館しやすい、楽しみのある施設となることである。学術的な展示が使命かも知れないが、博物館のイメージをどう広げるかが課題である。
●都城歴史資料館へのアクセスが開設時のままである。挟野神社境内を駐車場として、利便性を図ること。
●文化財の保存・活用を図る「文化財センター」を建設する。
	３件
	●御指摘いただきましたとおり、当館におきましても、市民が入館しやすい展示を目指すことが重要であると考えております。

夏季に開催する企画展などで、子どもたちにも関心をもってもらえるような展示会を開催していきたいと思います。

一方で、分かりやすい展示会であっても、学術的な裏付けは必要です。学術的な点を踏まえた、楽しく魅力ある展示会を開催できるよう検討してまいります。
●基本的なアクセスルートは、徒歩で大手門から空堀を通り、都城歴史資料館に到着するものですが、予約や問合せの際には、高齢者等足腰に不安を抱える方がいないかを尋ねた上で、身障者用として踏切側の駐車場を案内しております。
狭野神社境内は、宗教法人の管理する土地であるため、来館者への案内は行っておりません。
●市役所北別館（文化財課が入っている棟）に、令和５年４月１日都城市埋蔵文化財センターを設置し、資料の保存・活用を行っております。

	第４章　本市が取り組む教育施策
施策の方向性１　社会の持続的な発展に向けて学び続ける子どもたちを育成します。
施策３　教職員の資質向上
１　主な取組

（２）教職員が能力を発揮できる持続可能な学習指導体制の構築
オ 教員の業務の支援
（P48～49）
	●「また、児童生徒の安全・安心のため、支援員は、新型コロナウイルス感染症対策等の消毒等、防疫作

業を行います。」という記述について、新型コロナウイルス感染症対策等の消毒等、防疫作業は引き続き残るのか。
	１件
	●感染状況の変化や対策方針の見直しに伴い、現在は消毒や防疫作業は行っておりませんので、この記述は削除いたします。

	施策の方向性２　誰一人取り残されず、多様性を認め合い、一人一人を大切にする教育を推進します。
施策１　豊かな心を育む教育の推進
１　主な取組

（１）いのちを大切にする教育の推進
ア　「命を大切にする授業」実施
（P52）
	●「外部講師を招聘し、中学校において学校単位で『命を大切にする授業』を実施し、自分やほかの人のかけがえのない『いのち』を大切にする心の育成を目指します。」という記述について、53頁の「月一回『命の大切さを考える日』を各学校で設定し、全市をあげて『心の教育』を徹底させる取組を推進します。」との違いは。
●小学校ではどうなのか。
	２件
	●「命の大切さを考える日」は、各小・中学校で取り組んでいますが、「命を大切にする授業」は、市教育委員会が主体となり、中学校の生徒と職員を対象に取り組んでいるところに違いがあります。

　したがって、（１）アの冒頭「外部講師を招聘し」を、
「教育委員会が外部講師を招聘し、」に修正いたします。
●「命の大切さを考える日」は、各小・中学校で取り組んでおります。
「命を大切にする授業」は、中学生のみを対象とし小学生を対象としておりません。
多感な時期にある中学生には、
自己肯定感を高め、自他の生命を尊重する態度を養うとともに、学校の仲間を支え合う環境を醸成する必要があると判断し、教育委員会が主体となって、令和５年度から市内の中学校（生徒と教職員）を対象に、３年計画で全ての中学校での実施を計画しているところです。

	（２）いじめ・不登校・非行の未然防止
（P53）
	不登校の増加は、歯止めの効力が不十分な結果である。不登校の改善には、全市的な対応が求められる。

●カウンセリングの技法を全校教職員が行うこと。

※文科省、県教育研修センター、宮崎大学等から講師を招へいし、専門的な技法を学ぶ日を設定する。
●スプリング教室の人的充実～退職校長ばかりでなく、不登校を克服した保護者の活用はできないか。
●少人数学校への転校措置

　特認校の拡大～スクールバスの運行による登下校を。
	３件
	●「（２）ア　生徒指導体制・教育相談体制の充実」の文中「定期的なアンケートや教育相談によるいじめ等の早期発見に努めるとともに、校内のいじめ不登校対策委員会等を活用した早期対応を図る」を、
「定期的なアンケートや教育相談によるいじめ等の早期発見に努めるとともに、教職員の研修の充実や、校内のいじめ不登校対策委員会等を活用した早期対応を図る」に修正いたします。
●スプリング教室に配置する教育相談員につきましては、多様な視点での支援が可能となるような人材の確保や配置を検討してまいります。
●現段階で特認校を増やすことは考えておりません。また、スクールバスの運行による登下校に関しては、小規模特認校制度を利用する児童生徒の居住地が分散しているため、困難であると考えております。

	施策２　全ての児童生徒に応じた教育機会の確保
（２）特別支援学級、通常の学級における指導の充実
（P57）
	●支援学級の担任も含めた研修の充実
	１件
	●新たに「エ　教職員の研修」
「県との連携のもと、教職員育成指標に則り、特別支援教育の理解深化を図る研修の充実に努めます。」を追記いたします。

	（４）子どもの貧困対策
ア　教育支援
（P58）
	●子どもたちが自らの資質や能力を最大限に伸ばし、それぞれの夢に挑戦できるように就学の援助、学資の援助、学習の支援などの支援を行います。」とあるが、この学習支援はこども政策課が行う学習支援と違うものなのか。
	１件
	●ここでいう「学習の支援」は、こども政策課が実施する学習支援事業のことです。

	（４）子どもの貧困対策

ウ 経済的支援
（P58～59）
	●「生活困難世帯に対する各種手当や医療費の助成、」という記述について、「子どもの医療費中学校卒業まで無料」と具体的にしないのか。
	１件
	●「第４章　本市が取り組む教育施策」では、どの項目においても、個別具体的な記述をしておりません。また、５年間の計画期間中に経済的支援の在り方が変わっていく可能性も考え、そのままの記述といたします。

	（３）食育の推進
（P60～61）
	●「栄養教諭が未配置の学校は、より専門的な食育を実施するために、講師として栄養教諭を招聘する取組を行います。」とあるが、現在の配置校は何校あるのか。
	１件
	●本市における栄養教諭等の配置校は７校です。

	イ　小規模校における教育環境の改善
（P52）
	●小規模校における教育環境の改善として、移住・定住支援事業との兼ね合いも考える必要があるのでは。
	１件
	●小規模校における教育環境の改善として、すでに近隣の小規模校同士が連携して「合同学習」を行っております。また、総合的な学習の時間では協働的な学びの場を保障できるよう、探究的な活動や体験活動などを地域ブロックごとに計画的に実施しております。

引き続き、地域や学校の特性に応じて学校運営協議会と連携し、移住・定住の状況も踏まえながら、小規模校ならではの魅力を高め、多くの方々に知っていただけるよう努めてまいります。

	（１）人生100年時代を見据えた生涯学習の機会と施設機能の充実
エ　社会教育施設機能の充実
（P71～72）
	●中央公民館は、市生涯学習センターと位置づけてあるが、現況からみると、その機能、役割は発揮する職員構成である。施設、スタッフが少なく増設、増員すべきである。
	２件
	●中央公民館の機能と役割については、市生涯学習センターとしての位置付けを踏まえ、その重要性を認識しております。御指摘のとおり、施設やスタッフの充実は生涯学習の推進において重要な要素です。

現在の施設規模やスタッフ体制については、他の公共施設との兼ね合い、さらには市民ニーズの変化等を総合的に考慮して決定しています。しかしながら、生涯学習の重要性が増す中、中央公民館の機能強化は継続的な検討課題であると認識しています。

御提案いただいた施設の増設や人員の増員については、今後の生涯学習ニーズの動向等を見極めながら、慎重に検討してまいります。同時に、現有の資源を最大限に活用し、効率的かつ効果的な運営を行うことで、市民の皆様により充実した生涯学習の機会を提供できるよう努めてまいります。

今後も市民の皆様の御意見を参考にしながら、より良い生涯学習環境の整備に取り組んでまいります。

	施策の方向性５　誰もが意欲を持って学べる環境を創ります。
施策２　生きる力を育む読書活動の推進
１　主な取組

（１）学校における読書活動の推進
（P73）
	●図書館サポーターについての表記の中に、図書館の本や教材として使う本を選ぶことを挿入してはどうか。
	１件
	●２段落目中「学級担任等からのリクエストに応じて、本の紹介等を実施し、読書を通した生きる力を育みます。」を、
「学級担任等からのリクエストに応じて、単元に沿った選書や本の紹介等を実施し、読書を通した生きる力を育みます。」に修正いたします。

	施策の方向性７　コミュニティ・スクールの推進を図るとともに関係機関との連携を深めます。
施策１　地域とともにある学校づくりの推進
１　主な取組
（２）学校運営協議会の取組の充実
（P80）
	●学校運営協議会には「会長」が設置されていると思われるが、会長名で地域住民への要請、情報、依頼等は皆無である。学校運営協議会には、それぞれの責務がある。そのためには、地域の団体の長を充てるのでなく、地域にある人材を求め、積極的な発言、提案できるよう努めてほしい。
●学校運営協議会委員は、地域が見える人材である。研修会を定期的に開催し、委員としての意識・識見を高めることである。
	２件
	●本市の学校運営協議会は、地域の団体の長を充てるだけではなく、学識経験者等にも委員に加わっていただいております。
そのことの記述が足りていませんでしたので、「ア　制度に対する理解の促進と評価の実施」の文中、「学校の担当教職員や学校運営協議会委員を対象にした説明会や研修等を開催することで、」を、
「学校の担当教職員や校区内の地域住民、学識経験者等で構成する学校運営協議会委員を対象にした説明会や研修等を定期的に開催することで、」に修正いたします。
●御意見を尊重し、前述のとおり、研修等を定期的に開催することといたしました。
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